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◆
三
鷹
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
組
織
条
例
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の
所

管
事
項
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
う
引
用
条
文
の
項
ず
れ

及
び
刑
法
の
改
正
に
伴
う
拘
禁

刑
の
創
設
に
対
応
す
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

契
　
約

条
　
例

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
14
億
８
千
899
万
８ 

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
858
億 

６
千
976
万
円
と
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
の
補
正
を
行

う
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

歳
出
予
算
で
は
、
低
所
得
者
支

援
及
び
不
足
額
給
付
金
給
付
事

業
費
の
計
上
、
農
産
物
栽
培
用

肥
料
等
購
入
費
助
成
事
業
費
の

計
上
、
農
業
施
設
用
燃
料
費
助

成
事
業
費
の
計
上
等
を
行
う
も

の
で
す
。
歳
入
予
算
で
は
、
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
増
額
を
行
う

も
の
で
す
。

市
長
提
出
議
案

補
正
予
算

意
見
書（
要
旨
）

当
初
予
算

第
１
回
定
例
会

可
決
し
た

　
　
議
案

第
１
回
臨
時
会

可
決
し
た

　
　
議
案

市
長
提
出
議
案

条
　
例

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
長
及
び
令
和
元
年
６
月
以

降
に
健
康
福
祉
部
に
関
す
る
事

務
を
分
担
す
る
副
市
長
の
令
和

７
年
３
月
分
の
給
料
月
額
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。

◆
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る 

法
律
の
施
行
に
伴
い
、「
懲 

役
」
又
は
「
禁
錮
」
の
用
語
を 

「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ

る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者

の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政

運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を

図
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形

成
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
引
用

す
る
法
律
の
条
項
を
改
め
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

従
来
ど
お
り
印
鑑
登
録
証
を

交
付
す
る
方
法
に
加
え
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
印
鑑
登
録
証
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
新
た
に

規
定
を
設
け
る
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

時
間
外
勤
務
の
制
限
の
対
象

と
な
る
子
の
範
囲
及
び
子
ど
も

の
看
護
休
暇
の
取
得
事
由
を
拡

大
し
、
並
び
に
子
育
て
部
分
休

暇
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
職

員
の
介
護
離
職
防
止
に
係
る
勤

務
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て
定

め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
失
業
等
給
付
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
失
業

者
の
退
職
手
当
に
係
る
規
定
を

改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
高
額

療
養
資
金
及
び
出
産
資
金
貸
付

基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
高
額

療
養
資
金
及
び
出
産
資
金
貸
付

基
金
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
介
護
保
険
高
額
サ
ー

ビ
ス
費
資
金
貸
付
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

三
鷹
市
介
護
保
険
高
額
サ
ー

ビ
ス
費
資
金
貸
付
基
金
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法

律
、
建
築
基
準
法
及
び
都
市
の

低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
建
築

確
認
審
査
等
に
係
る
手
数
料
を

新
設
及
び
改
廃
す
る
ほ
か
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
及
び
所
得
割
額
の
算
定
割

合
を
改
め
る
と
と
も
に
、
低
所

得
者
世
帯
に
対
す
る
均
等
割
額

の
軽
減
基
準
額
を
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

消
防
団
員
退
職
報
償
金
の
勤
務

年
数
区
分
に
、
新
た
に
「
35
年

以
上
」
区
分
を
追
加
す
る
ほ

か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
33
億
２
千
250
万
１ 

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
891
億 

９
千
226
万
１
千
円
と
す
る
と
と

も
に
、
繰
越
明
許
費
及
び
債
務

負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
も
の

で
す
。
主
な
内
容
は
、
歳
出
予

算
で
は
、
総
務
費
で
、
職
員
人 

件
費
そ
の
他
の
増
額
、
財
政
調

整
基
金
積
立
金
の
増
額
、
ま
ち 

づ
く
り
施
設
整
備
基
金
積
立
金 

の
増
額
、
平
和
基
金
積
立
金
の

増
額
、
民
生
費
で
、
健
康
福
祉 

基
金
積
立
金
の
増
額
、
職
員
人

件
費
そ
の
他
の
減
額
、
私
立
保

育
園
運
営
事
業
費
の
増
額
、
施

設
型
給
付
関
係
費
の
増
額
、
認

証
保
育
所
等
運
営
事
業
費
の
増

額
、
子
ど
も
・
子
育
て
基
金
積

立
金
の
増
額
、
衛
生
費
で
、
妊

婦
の
た
め
の
支
援
給
付
・
妊
婦

等
包
括
相
談
支
援
準
備
事
業
費

の
計
上
、
環
境
基
金
積
立
金
の

増
額
、
ふ
じ
み
衛
生
組
合
関
係

費
の
減
額
、
教
育
費
で
、
職
員

人
件
費
そ
の
他
の
減
額
、
施
設

型
給
付
関
係
費
の
増
額
を
行

う
も
の
で
す
。
歳
入
予
算
で 

は
、
個
人
市
民
税
・
法
人
市
民

税
・
固
定
資
産
税
の
増
額
、
配

当
割
交
付
金
の
増
額
、
株
式
等 

譲
渡
所
得
割
交
付
金
の
増
額
、

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
、

施
設
型
給
付
費
負
担
金
の
増

額
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金
の
増
額
、
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
の
増
額
、
認
証
保

育
所
運
営
費
補
助
金
の
増
額
、

総
務
費
寄
附
金
・
民
生
費
寄
附

金
・
衛
生
費
寄
附
金
・
土
木
費

寄
附
金
・
教
育
費
寄
附
金
の
増

額
、
前
年
度
繰
越
金
の
増
額
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、 

そ
れ
ぞ
れ
７
千
153
万
９
千
円
を 

追
加
し
、
総
額
を
52
億
９
千 

523
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
、

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
補
正
予
算
に
合
わ
せ
て

増
額
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の

特
別
会
計
で
は
、
歳
入
の
保
険

料
を
財
源
と
し
て
、
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
保

険
料
負
担
金
を
支
出
し
て
お

り
、
歳
入
に
合
わ
せ
て
、
歳
出

の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
令
和
７
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
令
和
７
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
三
鷹
市
介
護
サ 

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

◆
令
和
７
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
会
計
予
算

※
以
上
６
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
掲
載

◆
「
井
口
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
仮 

称
）
等
整
備
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
」
に
係
る
契
約

の
金
額
の
変
更
に
つ
い
て

　

契
約
の
金
額
を
既
定
額
４
億 

９
千
720
万
円
に
１
千
954
万
８ 

千
100
円
を
追
加
し
、
５
億
１
千 

674
万
８
千
100
円
と
す
る
も
の 

で
す
。

人
　
事

◆
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

土
屋　
　

宏
氏
（
再
任
）

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

松
原　

拓
郎
氏
（
再
任
）

◆

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法

制
化
に
向
け
た
議
論
の
促
進
を

求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
の
早
期
法
制
化
に
向
け
、

家
族
の
一
体
感
や
戸
籍
制
度
な

ど
を
守
る
こ
と
と
の
両
立
を
図

り
つ
つ
、
よ
り
積
極
的
な
議
論

を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

◆

性
犯
罪
の
再
犯
防
止
の
取
組

へ
の
支
援
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
所
要
の
措

置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
(1)
性
犯
罪
を
し
た
者

に
対
し
、
矯
正
施
設
等
を
出
所

し
た
後
も
自
治
体
に
よ
る
再
犯

防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
受
け
る

意
義
に
つ
い
て
啓
発
を
図
る
こ

と
。
(2)
再
犯
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
へ
の
参
加
に
つ
な
げ
る
た

め
、
性
犯
罪
を
し
た
者
が
矯
正

施
設
等
を
出
所
す
る
際
に
、
当

事
者
の
住
所
等
を
任
意
で
国
に

届
け
出
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、

届
け
出
ら
れ
た
情
報
を
自
治
体

に
提
供
す
る
こ
と
。
(3)
自
治
体

で
は
性
犯
罪
の
再
犯
防
止
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
十
分
に
有

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
再
犯

防
止
に
係
る
人
材
の
育
成
に
つ

い
て
支
援
す
る
こ
と
。

◆

若
者
の
政
治
参
加
を
促
進
す

る
抜
本
的
改
革
を
求
め
る
意
見

書
　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
様
々
な
権
利
が
得

ら
れ
る
と
同
時
に
相
応
の
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
る
成
人
年
齢

と
の
均
衡
や
、
選
挙
権
年
齢
と

被
選
挙
権
年
齢
を
一
致
さ
せ
て

い
る
国
際
的
な
潮
流
を
踏
ま
え

被
選
挙
権
年
齢
に
つ
い
て
は
満

18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
と
と

も
に
、
若
者
の
政
治
参
画
を
促

進
す
る
た
め
、
立
候
補
時
の
年

齢
に
応
じ
た
供
託
金
の
見
直
し

や
地
方
議
会
議
員
の
報
酬
の
在

り
方
、
さ
ら
に
は
若
者
団
体
の

活
動
継
続
に
必
要
な
支
援
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
抜
本
的
な
改

革
を
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

◆

刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
再
審

規
定
（
再
審
法
）
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
含
ん

だ
再
審
法
の
迅
速
な
改
正
を
求

め
る
。
(1)
再
審
請
求
手
続
に
お

け
る
証
拠
開
示
の
制
度
化
を
図

る
こ
と
。
(2)
再
審
開
始
決
定
に

対
す
る
検
察
の
不
服
申
立
て
に

つ
い
て
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

(3)
再
審
に
お
け
る
手
続
の
整
備

を
図
る
こ
と
。
(4)
議
員
立
法
に

て
早
急
に
成
立
を
図
る
こ
と
。

◆

公
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る

学
校
給
食
の
国
に
よ
る
無
償
化

を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。
(1)
全
て
の
子
ど

も
が
安
心
し
て
安
全
な
給
食
を

食
べ
ら
れ
る
環
境
を
実
現
す
る

た
め
に
、
国
に
よ
る
一
律
の
支

援
を
通
じ
て
、
日
本
全
国
の
公

立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
給
食

を
無
償
化
す
る
こ
と
。
(2)
給
食

未
実
施
の
自
治
体
、
学
校
に
お

い
て
も
、
全
て
の
子
ど
も
の
食

の
安
心
を
確
保
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
取
り
得
る
施
策
の
在

り
方
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討

を
行
う
こ
と
。
(3)
国
立
小
・
中

学
校
、
私
立
小
・
中
学
校
に
お

け
る
給
食
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
早
急
に
実
態
調
査
を
行
い
、

保
護
者
負
担
の
適
切
な
軽
減
の

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
速
や
か

に
検
討
を
行
う
こ
と
。

◆

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
引 

上
げ
は
、
慎
重
に
審
議
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

　

高
額
療
養
費
制
度
を
見
直
す

際
に
は
、
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
々
の
生
活
実
態
の
調
査
の

実
施
、
当
事
者
や
患
者
団
体
等

の
意
見
の
事
前
聴
取
と
い
う
手

続
を
経
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
当
事
者
の
方
々
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
引
上
げ
に
つ
い

て
は
拙
速
と
な
ら
ず
慎
重
に
審

議
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

◆

「
放
射
能
汚
染
土
」
の
再
利
用 

の
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

　

問
題
が
山
積
み
の
ま
ま
、
丁

寧
な
住
民
説
明
も
な
く
、
放
射

性
汚
染
土
の
再
利
用
、
拡
散
を

強
引
に
推
し
進
め
る
こ
と
は
到

底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

未
来
の
世
代
に
ツ
ケ
を
残
す
も

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
市
議

会
は
、
政
府
に
対
し
、
放
射
能

汚
染
土
の
再
利
用
の
中
止
、
撤

回
を
強
く
求
め
る
。


